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提出日   2022 年 12 月 21 日 

 

１．職名・氏名 准教授 田中武之 

 

 

２．学位 学位 博士（工学）、専門分野 工学、授与機関 京都大学、授与年月 1995 年 3 月 

 

 

３．教育活動 

(1)講義・演習・実験・実習 

1  担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

情報基礎演習（１単位 前期開講）１年生対象 

2 内容・ねらい 

大学での学習や卒業後社会で必要と思われるコンピュータリテラシーの内容に関して、実際

の操作技能を中心に身につけることをねらいとする。 

3 講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 パソコンによる学習システムを活用し、学生の自主的な学習が行えるよう工夫した。タイピ

ング・ワープロ・プレゼンテーション・Web ページ作成の単元ごとに，課題を提示し、学生の

学習到達度をチェックした。本科目担当の他の教員と協力して製作した授業教材に沿って，個

別の単元ごとに一定の到達基準を示し、各クラス間の授業内容のばらつきが大きくならないよ

う留意した。 

 

1  担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

統計処理演習（１単位 前期開講）1 年生以上対象 

2 内容・ねらい 

統計処理の理論と応用が内容であり、かつ表計算ソフトを使って実践できるようになること

をねらいとする。2014 年度以前入学生の「情報処理 B」に対応する。 

3 講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 教科書に沿って、表計算ソフトによる統計処理の手法を重点的に扱った。統計理論的内容は

視覚的な解説にとどめ、実践的な統計処理を主題とした。具体例を多くとりあげ、パソコンを

使った統計処理の上で重要な概念を視覚的に理解できるよう工夫した。 

 

1  担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

導入ゼミ（数の文化）（１単位 前期開講）１年生対象 

2 内容・ねらい 

数や量に関することについて，文化的・歴史的な観点からとらえることを内容とする．誰も

がとりつきやすい話題を提供し，その中から各人が興味を持った方向にそって．テーマを展開

して，大学で学ぶという雰囲気に慣れさせるよう心がけた．  

3 講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 新入生の導入教育のためのゼミであることに配慮して，これから大学で学習するにあたって

の計画の立て方や，資料の調べ方なども助言し、一般的なレポートの書き方や発表のコツを指

導した。毎回の授業での課題を講評し，学生へのフィードバックを心がけた。 

 

1  担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

情報科学 I（１単位 後期開講）１年生対象 

2 内容・ねらい 

現代の社会で必要とされているコンピュータリテラシーに関する知識を身につけることをね

らいとする。 

3 講義・演習・実験・実習運営上の工夫 



 同科目を担当する他の教員と共同執筆した教科書を使用して講義し、他クラスとの授業内容

の差が開き過ぎない配慮した。また、次年度に使用する教科書の改訂を行った。学生のインタ

ーネット利用のモラル向上のため、情報倫理のビデオ教材を授業に利用した。前半のまとめと

してレポートを課し、期末試験と併せて学習到達度を評価した。 

 

1  担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

統計学基礎（２単位 後期開講）１・２年生対象 

2 内容・ねらい 

統計学の基礎となる数学的事項について、初歩から解説する。確率・統計に関する基本的な

用語を正確に理解し、正規分布など統計学で重要な確率分布の考えを身に付け、統計的推定や

統計的検定の初歩的理論を講義する。統計的数値の見方をやしなうことを目指す。 

3 講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 理解を深めるため、確率の基礎から始めて統計的推定に重点をおきつつ、考え方の習得に重

点をおいた。過度に数学的にならないよう、具体例を多くとりあげ、できるだけ直感的に理解

できるよう配慮した。 

 

1 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

代数学（２単位 前期開講）１・２年生対象 

2  内容・ねらい 

大学初年次程度の線形代数学を扱う。ベクトルや行列の計算、行列の基本変形と連立方程式

の解法、行列式の計算、逆行列、固有値問題を内容とする。 

3 講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 高校で行列を学習しない状況を踏まえ，１次変換の代数的・幾何学的イメージを把握できる

ようにした。面積・体積の拡張概念としての行列式の代数的性質を解説した。 

 

1 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

解析学（２単位 後期開講）１・２年生対象 

2  内容・ねらい 

大学初年次程度の微分積分学を扱う。連続関数、初等関数、１変数関数および２変数関数の

微分、１変数関数の積分、重積分を扱う。テイラーの定理、広義積分、線積分も含む。 

3 講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 高校の数学 III との接続に配慮し、微分積分の計算のポイントを解説した。必要に応じ、応用

的な話題も提供した。 

 

(2) 非常勤講師担当科目 

1 担当科目名（単位数）  開講学校名 

②内容・ねらい  

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫  

④本学における業務との関連性  

（３）その他の教育活動 

 

 

４．研究業績 

(1)研究業績の公表 

1 論文 

2 著書 

情報リテラシー第 4 版（共著） 

3 学会報告等 

4 その他の公表実績 



(2)学会活動等 

学会でのコメンテーター、司会活動  

学会での役職など  

学会・分科会の開催運営  

(3)研究会活動等 

1 その他の研究活動参加 

2 その活動による成果 

(4)外部資金・競争的資金獲得実績 

(5)特許出願 

 

 

５．地域・社会貢献 

(1)学外団体 

1 国・地方公共団体等の委員会・審議会  

2 国・地方公共団体等の調査受託等  

3 公益性の強い NPO･NGO法人への参加  

4 兼業規程で業務と見なされる範囲内での）企業等での活動  

5 学間あるいは大学と他の公共性の強い団体との共催事業等 

6 その他 

(2)大学が主体となっている地域貢献活動等 

1 公開講座・オープンカレッジ 

2  社会人・高校生向けの講座  

3  その他  

(3)その他（個人の資格で参加している社会活動等） 

 

 

６．大学の管理・運営 

(1)役職（副学長、部局長、学科長） 

 

(2)委員会・チーム活動 

発明委員会委員、2009 年度以前～2022 年度 

論集編集委員、2020 年度～2022 年度 

学術情報センターWeb 管理委員、2009 年度以前～2022 年度 

学術情報センター図書委員、2018 年度～2022 年度 

(3)学内行事への参加 

 

(4)その他、自発的活動など 

 

 

 


